
 

＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

① 第三者評価機関名 

株式会社フィールズ 

②施設・事業所情報 

名称：アスク上大岡保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：佐久間 沙恵 定員（利用人数）： 

56名（利用人数：57名） 

所在地：〒233-0002  

横浜市港南区上大岡西3-3-1 コーラルハイム１階                          

TEL：045 840 3581 ホームページ： 

https://www.nihonhoiku.co.jp/blog/kamiooka/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：平成18年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社日本保育サービス 

 職員数 常勤職員：14名 非常勤職員：11名 

 専門職員 （専門職の名称）     名  

保育士：19名 栄養士：1名 

看護師：1名 調理師：4名 

 施設・設

備の概要 

（居室数） （設備等） 

保育室：3室 園庭：あり  

トイレ：子ども用１ 

（座り便器４、立ち便器１） 

 

トイレ：大人用１  

調理室：1ヶ所  

事務室：1ヶ所  

③理念・基本方針 

【経営理念】 

 子育て支援を通じて笑顔溢れる社会づくりに貢献します 

【コーポレートメッセージ】 

 すべてはこどもたちの笑顔のために 

【グループ運営理念】 

 ①安全＆安心を第一に保育・育成を実施します 

 ②いつまでも思い出に残る施設となるよう日々の保育を大切にします 

 ③職員が楽しく働けることでこどもたちを笑顔にします 

 ④地域とのつながり支え合う施設として社会に貢献します 

 ⑤常に時代が求める子育て支援を実践します 

【保育理念】 

 未来を生きる力を培う 

【保育方針】                   

 ・自ら伸びようとする力を支えます     

 ・五感を養って感性を豊かにします    

 ・後伸びする力を育みます   

【園目標】 

https://www.nihonhoiku.co.jp/blog/kamiooka/


 ・生きる力のあるこども 

 ・元気な子 

 ・考える子 

 

園目標「生きる力のあるこども」にもあるように、子どもたちがこれから過ごしてい

くためには主体性を育む保育が必要だと感じます。アスク上大岡保育園ではワンフロ

アならではの風通しの良さや自然と異年齢児と触れ合う環境で、自ら考え、相手の気

持ちを感じ関わり方を学べるよう保育者が援助しています。また昨今注目されている

非認知能力（点数化できない能力）を育んでいけるよう、自ら考え繰り返し挑戦する

経験、自分に力で乗り越える経験、状況を判断し行動する経験を主に積んでいければ

と考えております。 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

園は港南中央・上大岡駅からそれぞれ徒歩7分程度と市街地にも近い環境ですが、近

隣には大小さまざまな公園や小学校、学童クラブなどがあります。また園近くに流れ

る川沿いには遊歩道があり、散歩コースに利用したりと自然環境にも恵まれていま

す。 

 

【屋外活動の充実】 

自園には園庭がありますが、様々な経験ができたり良い刺激を受けることができるた

め、天候の良い日には毎日お散歩に出かけています。近隣のお散歩スポットは週案で

計画立てて行先を決め、子どもたちの興味に沿った遊びを展開しています。 

また行き帰りの交通ルール、マナー、約束事も学んでいます。まだ歩けない小さなお

子様たちもバギーに乗って外の景色を眺めたり、音の刺激を受けて楽しんでいます。

年長のお子様は久良岐公園まで片道３０分以上元気に歩き、思い切り遊んで帰ってく

ることもあります。 

また防犯、安全対策も徹底しており、各クラス専用の携帯電話を持ち、お散歩マップ

で危険箇所の確認などマニュアルに沿って行いつつ、お子様が楽しめる保育を進めて

おります。 

【キャストレッスンの導入】 

月に２回「おんがく」「たいそう」「えいご」のレッスンを導入しています。それぞ

れの分野に興味を持ち、親しみを持ちながら楽しめるレッスン内容となっており、お

子様の負担になることはありません。レッスンの講師は年間を通して同じ方が来るた

め、１人ひとりを関係を深めています。また４・５歳児向けに「目指せバイリンガ

ル」という少人数制英語教室を有料で行っております。忙しい保護者の方が送迎をす

る必要のない習い事として人気となっています。 

【食育活動】 

園庭にはプランターがあり、毎年各クラスで季節の野菜を育てています。苗や種を散

歩時にお子様自身が購入する体験をしたり、実際に植えて成長を観察する経験を大切

にしています。また収穫した野菜は野菜スタンプに使用したり、栄養士が行うクッキ

ング保育で使用しお子様の「食べる楽しみ」に繋がるようにしています。 

【STEAMS保育】 

自園では課題解決型学習の「STEAMS保育」を導入しています。子ども自身の疑問

から知りたいという気持ちを育む課題解決型学習で、自分らしく、生きる道を歩み、

どんな時代にも対応できる資質と能力を培います。 

【風通しの良い異年齢保育】 

自園は０，１歳児、２～５歳児がそれぞれワンフロアで、いつも異年齢児のお子様同



士が関わり合える環境となっています。小さな子に優しく接する、お兄さん・お姉さ

んを見て憧れる気持ちが自然と育まれます。また雨天時などは年齢の枠を外し全クラ

スで交流や運動遊びを楽しんでいます。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

令和5年8月1日（契約日） ～ 

令和6年3月26日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）   13 回（ 2018 年度） 

⑥総評 

◇特長や今後期待される点 

１)子どもたちの興味や関心の芽を育てる多様な保育プログラムを実施しています 

子どもたちの「生きる力」「伸びる力」を育むことを目的として、多様な保育プログ

ラムを充実させています。課題解決型学習として「STEAMS保育」を取り入れ、氷

をつくる実験をしたり、木材を組み合わせて試行錯誤しながらシーソーづくりに取り

組んだりして自分で考える力や学び等を重視した学習に取り組んでいます。「体操教

室」では運動遊びを通して生きる力を育んでいます。「英語教室」では楽しい歌や本

を通じて英語を楽しむ時間を大切にしています。「おんがく」プログラムでは専門講

師による表現活動をしながら音楽要素を身につけること等を目指しています。「クッ

キング保育」では栄養士が園庭で収穫した野菜を給食に使用し、食べる楽しみに繋が

るよう取り組んでいます。 

 

２)保育の質の向上に向けた取組が行われています 

職員は年度初めに目標管理シート（会社の方針、ブロック目標、エリア目標、施設実

務目標、課題、目標達成のポイント、対策、個人目標、評価、課題対策、上長の記

入）を作成し、年4回、園長面接を行っています。日頃の保育を振り返り、新たな課

題設定を行い、査定の後キャリアアップ等級別研修に繋げて専門性や意識向上に努め

ています。各指導計画では年間（4回）、月間、週間で振り返り評価を行い次期の計

画に生かしています。園としての自己評価は、目指す保育、教育、保育の基本、保育

内容、健康及び安全、子育て支援、職員の資質向上、食育、防災・危機、管理体制、

連携等の項目で実施して保育実践の振り返り、保育サービス向上に努めています。園

は2006年の開設から13年間毎年第三者評価を受審し、今回が14回目の第三者評価

受審となっています。法人や園の保育サービスの質の向上に向けた取組が窺がえま

す。 

 

３)健康管理体制が充実しています 

看護師が常駐して看護業務マニュアルや年間保健計画を整備しています。体調不調や

けがなど視診表に記入して保護者と職員間で共有しています。感染症の情報は欠席者

情報システムにて関係機関と共有し、早期の対策が出来るようにしています。看護師

が立ち会って健康診断、歯科健診を実施し、その日のうちに「成長の記録」に結果を

記録して保護者に伝えています。身長・体重測定や頭位・胸囲測定、尿検査、視聴覚

検査を実施して同様に「成長の記録」で保護者に伝えています。年間保健計画によ

り、歯磨きの絵本の読み聞かせや、看護師による歯磨き指導を行っています。歯科健

診で虫歯が多かったクラスでは、歯磨き指導を行い、虫歯予防に関心が持てるように

しています。熱中症にならない過ごし方、咳エチケット、手洗い指導も行い、生活習

慣や生活リズムが整えられるようにしています。 

 

４)職員のキャリアマネジメントを意識した研修への取組が期待されます 



法人では職員一人ひとりの成長を支援する環境づくりを推進しており、自律的キャリ

ア形成をサポートしています。研修制度については等級別研修と自由選択研修（業務

研修）別に、幅広いプログラムが提供されています。職員は個人別研修計画を自分自

身で計画し受講することになっていますが、個人の自己啓発として取り組んでいるキ

ャリアアップ研修や日常業務を優先している結果、キャリア形成につながる法人の研

修プログラムへの参加頻度が低い状況が続いています。職員自身、キャリアマネジメ

ントを意識して研修に取り組み、ステップアップしていくことが望まれます。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回、第三者評価に参加させて頂き、多くの気付きを頂きました。 

たくさんの評価項目毎に調査をすすめていく中で事業所としてあるべき姿、現状の不

十分な状況を再確認し、改善すべき点などの気づきに役立ちました。 

  

自園はワンフロアの異年齢保育がメインとなっているため、支援が必要なお子様や感

情が高ぶったお子様がほっとできる個室がないなど環境面での課題があることに気付

きました。自園ではパーテーションを利用したり、事務所をセーフティーゾーンに

し、事務所職員が見守り、クールダウンを行うなど対応を行っています。 

諦めるのではなくいかに工夫して保育ができるかが鍵となっており保育の質にもつな

がっているのだと思います。 

  

高い評価を頂いた項目については今後さらに伸ばしていき、よりよい施設を目指して

努力してまいります。 

この度は様々なご教示を頂き、大きな学びに繋がりました。 

ありがとうございました。 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


